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我が国の宇宙科学研究の概要
・ 1960年代に内之浦のロケット射場と研究の主体となる東京大学宇宙航空研究
所が整備された。

・ 1970年には固体ロケットL-4S-5でロケットで最初の人工衛星を打ち上げること
に成功し、その後電離層、磁気圏、天文、太陽を観測する地球周回衛星が次々
と打ち上げられるようになった。

・ 1980年代には固体ロケットの能力の増強が図られ、地球周回衛星による科学
観測だけではなく、ハレー彗星探査も行われるようになった。1981年には東京大
学宇宙航空研究所が改組され、宇宙科学研究に特化した研究所として、文部省
宇宙科学研究所が設立された。

・ 1990年代以降はさらに固体ロケットの能力が高くなり、より大型の衛星・探査機
が打ち上げられるようになった。また本格的な国際協力による宇宙科学研究が
行われるようになった。

・ 2003年には3機関（宇宙科学研究所、宇宙開発事業団、航空宇宙技術研究所）
統合によりJAXAが設立され、JAXAの枠組みの中で宇宙科学研究が推進され
るようになった。その後高い打ち上げ能力を必要とする科学衛星・探査機は、大
型液体ロケットH-2で打ち上げられるようになった。2000年代以降は、宇宙科学
研究の中で月・惑星探査の比重が大きくなった。

・ 2010年代からは、即応性の高い新型固体ロケット・イプシロンにより中型の科学
衛星が打ち上げられるようになった。



我が国の宇宙科学研究の歴史

1970 71 72 73 74 75 76 77 78 79

1960 61 62 63 64 65 66 67 68 69

1950 51 52 53 54 55 56 57 58 59

東京大学によるペンシルロケット実験（水平試射）

鹿児島内之浦の宇宙空間観測所（射場）開所
宇宙開発事業団設立東京大学宇宙航空研究所発足

科学衛星「でんぱ」（電波観測）

試験衛星「おおすみ」（初の人工衛星）L-4S-5
試験衛星「たんせい」（初の科学衛星)M-4S-2

試験衛星「たんせい２」M-3C-1

科学衛星「たいよう」
（超高層大気、太陽観測）

試験衛星「たんせい３」M-3H-1

科学衛星「きょっこう」（オーロラ観測）

科学衛星「じきけん」（磁気圏観測）
科学衛星「はくちょう」（X線天文）

科学衛星「あけぼの」（磁気圏観測）

1980 81 82 83 84 85 86 87 88 89

試験衛星「たんせい４」M-3S-1

科学衛星「ひのとり」（太陽観測）

文部省宇宙科学研究所発足

科学衛星「てんま」（X線天文）

STS理工学実験「SEPAC/SPACELAB-1」（粒子ビーム放射実験）

臼田宇宙空間観測所開設（大型受信アンテナ）

探査試験機「さきがけ」（ハレー彗星探査）M-3SII-1
探査機「すいせい」（ハレー彗星探査）

科学衛星「ぎんが」（X線天文）
科学衛星
「おおぞら」（中層大気・磁気圏）

1990 91 92 93 94 95 96 97 98 99

工学実験衛星「ひてん」（我が国初の月到着）

科学衛星「ようこう」（太陽観測）

科学衛星「GEOTAIL」（磁気圏観測）

科学衛星「あすか」（X線天文）

工学実験衛星「EXPRESS」（回収実験）

宇宙実験・観測フリーフライヤ「SFU」（理工学実験、宇宙赤外線観測）

科学衛星「はるか」（電波天文）M-V-1
探査機「のぞみ」（火星探査、火星に到着せず）

工学実験「再使用ロケット」（地上実験）

2000 01 02 03 04 05 06 07 08 09

JAXA発足（宇宙科学研究所、
宇宙開発事業団、航空宇宙
技術研究所の統合）

探査機「はやぶさ」（小惑星探査）
科学衛星「すざく」（X線天文）
科学衛星「れいめい」（工学実証・オーロラ観測）

科学衛星「あかり」（赤外天文）
科学衛星「ひので」（太陽観測）

探査機「かぐや」（月探査）

探査機「みお」（水星探査）

2010 11 12 13 14 15 16 17 18 19

探査機「あかつき」（金星探査） 科学衛星「ひとみ」（X線天文）（ミッション中断）

科学衛星「あらせ」（ジオスペース観測）

探査機
「はやぶさ2」
（小惑星探査）

科学衛星「ひさき」
（惑星分光観測）
イプシロン1号機

工学実証機「IKAROS」
（小型電力セイル）

組織の設立等
観測衛星打上
探査衛星打上
工学・実験衛星打上
その他のイベント
M-*-*、イプシロン*は
成功した初号機のロ
ケット名

大気球実験開始（三陸大気球観測所）
科学衛星「しんせい」（電離層、宇宙線、太陽雑音）

超小型深宇宙探査機「PROCYON」(探査機技術実証)

STS理工学実験「SEPAC/ATLAS-1」（電子ビーム放射実験）



我が国の宇宙科学（理工学）衛星・探査機打ち上げ機

M-3SII-4（科学衛星「あけぼの」）

1980 81 82 83 84 85 86 87 88 89

M-3S-1（試験衛星「たんせい４」）

M-3S-2（科学衛星「ひのとり」）

M-3S-3（科学衛星「てんま」）

STS-9（「SEPAC/SPACELAB-1」）

M-3SII-1（探査試験機「さきがけ」）

M-3SII-2（探査機「すいせい」）
M-3SII-3（科学衛星「ぎんが」）M-3S-4（科学衛星「おおぞら」）

1990 91 92 93 94 95 96 97 98 99

M-3SII-5（工学実験衛星「ひてん」）

M-3SII-6（科学衛星「ようこう」）

デルタ２（科学衛星「GEOTAIL」）

M-3SII-7（科学衛星「あすか」）

M-3SII-8「工学実験衛星「EXPRESS」）

H-2-3（宇宙実験・観測フリーフライヤ「SFU」、回収はSTS-72）
M-V-1（科学衛星「はるか」）

M-V-3（探査機「のぞみ」）

2000 01 02 03 04 05 06 07 08 09
M-V-5（探査機「はやぶさ」）

M-V-6（科学衛星「すざく」）
ドニエプル（科学衛星「れいめい」）

M-V-8（科学衛星「あかり」）
M-V-7（科学衛星「ひので」）

H-2A-13（探査機「かぐや」）

L系、M系、イプシロン固体ロ
ケット
H2系液体大型ロケット
外国のロケット、スペースシャ
トル

1970 71 72 73 74 75 76 77 78 79

M-4S-4（科学衛星「でんぱ」）

L-4S-5（最初の試験衛星「おおすみ」）
M-4S-2（試験衛星「たんせい」）

M-3C-1（試験衛星「たんせい２」）

M-3C-2（「科学衛星「たいよう」）
M-3H-1（試験衛星「たんせい３」）

M-3H-2（科学衛星「きょっこう」）

M-3H-3（科学衛星「じきけん」）

M-3C-4（科学衛星「はくちょう」）
M-4S-3（科学衛星「しんせい」）

アリアン5型VA245（探査機「みお」）

2010 11 12 13 14 15 16 17 18 19

H-2A-17（探査機「あかつき」） H-2A-30（科学衛星「ひとみ」）

イプシロン-2（科学衛星「あらせ」）H-2A-26（探査機「はやぶさ2」）イプシロン-1
（科学衛星「ひさき」）

H-2A-17（工学実証機
「IKAROS」） H-2A-26（探査機「PROCYON」)

STS-45（SEPAC/ATLAS」）

1970〜1980年代は、主に宇宙航空研究所及び宇宙科学研究所で開発されたMシリーズの固体ロケットで打ち上げられ
たが、1990年代以降は国際協力の進展を反映して、外国の打ち上げ機も使われるようになった。2010年代に入ってから
は大型の衛星・探査機は液体ロケットH-2シリーズで、中型の衛星は新型固体ロケットイプシロンで打ち上げられている。


